
大
正
闘
隼
六
月
ニ

f
-
日
跨
=
ニ
淘
廊
便
物
認
訂
{
毎
月
-
一
回
一
白
竃
行
}

辛子理擾悶-~三事三三&~ごさ三一← õl'ロ H召

日

司

珊

謹

臨

調
は
ゆ
る
制
金
祖
貨
の
公
式
に
つ
い
て

共
同
時
忠
也
の
園
民
的
性
格

枇
合
的
文
化
的
愛
動
の
形
式

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

咽守

A
悶

農
地
制
整
u

法
案
に
就
い
て

印

刷

内

九

経

済

披

張

の

理

論

:

・

・

:

・

子

主

工

飯

田

藤

次

貸
叶
封
印
…
表
分
析
論
に
闘
す
る
む
干
の
問
題
立
川
小
土
間
部
利
良

日

百

件

問

団

戦
時
に
於
け
る
女
子
労
働
・
・
・
知
純
一
主
ナ
士
大
塚
一
朗

労

働

市

場

介

析

の

一

例

:

・

:

・

経

済

観

士

菊

田

太

郎

大
量
観
察
法
に
闘
ナ
る
一
著
作
・
:
:
・

2
2
2
有

田

正

三

録

附

雑

報

外
因
雑
誌
論
題

禁

料済同弔問士

-
・
;
純
情
血
中
博
士

文
回
申
怖
ナ

一
純
情
阿
恥
博
士

前
例
県
内
f

コ

開

載

小
島
日
目
太
郎

石

川

興

二

米
国
庄
太
郎

本
庄
柴
治
郎

J¥. 
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大
量
観
察
法
に
闘
ナ
る

一
著
作

1
1
1
6
司・

N
-
N
o
r

の
新
著
に
就
て

有

田

正

ド
&
亡

1
t
 ]m
J
N
f
o
r
 
の
新
著
三
者
弓

ω
Z
Z
丘一円

r
O
F
T
-
2
3
[

p
v
g
z
T
S叫・円
E
m
V
2
四
)
を
紹
介
し
た
い
。

著
者
の
統
計
皐
一
般
、
特
に
と
、
で
問
題
に
た
る
大
且
里
親
祭

訟
に
闘
す
毛
見
解
同
も
そ
め
斗
オ
著
『
統
計
思
綱
安
い
及
ぴ
『
統

計
方
法
論
の
五
つ
の
主
要
問
題
〕
で
窺
ふ
と
と
が
出
来
る
。
著

者
は
.
大
景
観
察
の
劃
象
と
し
て
.
大
量
を
念
頭
に
置
き
乍
ら
、

大
量
の
大
量
た
る
所
以
、
剖
ち
そ
の
存
在
及
び
大
き
さ
の
客
観

的
・
枇
合
的
被
規
定
性
を
明
確
に
意
識
せ
や
し
て
、
車
に

-ca戸
ヨ
{
宮
古
門
-
2

に
す
ぎ
-
な
い
た
め
、

犬、 0.3..回。
豆、 百回

観、 z
主主、 ュ
と~
犬、咽
数、甘
裡、 E
fJ号、 z
と】
!Tl 

混
同
古f

起
つ

L
E
規
定
す
る

て
ゐ
る
。
更
に
氏
は
大
目
前
視
察
の
方
法
令
一
明
確
宏
一
認
識
論
的
基

礎
に
立
っ
て
規
定
せ
示
、
そ
の
結
果
、
規
定
に
理
論
的
必
然
性

を
快
い
て
ゐ
る
の
は
、
甚
だ
し
く
遺
憾
で
る
る
。

大
量
翻
察
法
に
闘
す
る
一
一
著
作

さ

き
の

著
で
知
り
得
る
主日
〈

著
者
の

EF見
当鮮
民の
日中
日核
には
あ、

uw-43--040=
己
巾
コ
ヱ

2
2
Z円
F
2
L巾ロュ
2

り
、
諸
事
者
の
批
判
が
是
の
鞘
に
集
中
さ
れ
た
の
も
亦
首
然
で

あ
ら
う
c

氏
に
依
れ
ぽ
、
統
計
調
杏
一
者
は
四
つ
の
基
本
慨
念
、

郎
ち
調
査
単
位
・
調
脊
一
標
識
・
群
・
表
章
を
媒
介
と
し
て
封
象

を
認
識
す
る
。
大
量
視
察
の
結
果
た
る
統
計
的
数
(
民
-
N
p
r
一g)

と
そ
の
意
味
は
と
の
四
概
念
の
規
定
如
何
に
か
L
り、

と
の
規

定
が
凶
変
化
す
れ
ば
統
計
的
数
及
び
そ
の
意
味
も
又
媛
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
れ
故
に
と
の
阿
慨
念
は
統
計
的
数
及
び
そ
の
笈

味
の

コロ
Z

円

E
ヨ
E
寝
間
己
D
A
r
R
R

で
あ
る
。
統
計
調
費
者
が
求

め
る
統
計
的
教
を
獲
得
し
う
る
ゐ
否
や
は
、

乙
の
四
概
念
を
如

何
に
規
定
す
る
か
に
依
存
す
る
の
み
友
ら
歩
、
統
計
利
用
者
は

所
興
の
統
計
的
教
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
某
一
礎
た
る
四

概
念
の
規
定
を
省
み
、
北
、
統
計
的
数
の
意
味
を
理
解
し
利
用
目

的
に
役
立
ち
得
る
や
否
や
を
治
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
著
者
は

阿
概
念
ゆ
規
定
を
、
統
計
の
作
成
及
び
利
用
上
の
目
的
を
前
提

し
、
之
と
の
聯
闘
の
下
に
捉
へ
て
そ
れ
の
重
要
性
を
強
調
し
て

ゐ
る
の
で
る
る
が
、

乙
の
貼
を
十
分
に
明
確
に
せ
守
、
更
に
四

第
四
十
六
巻

四
ブむ

第

畠E

四
五

" Grundri珂 derStati邑tik“玉 Au日. '9μ'J z Aufl. 1923・

" Fiinf I-Iauptprobleme der statistischen Merchodenlehre“ 
" F'unf I-Iauptp-robleme “~ ，. 
Zizekは "Theorievon den vier entskheidenden :Begriffen“ のみならず、
前掲二著に訴する諸批判1に "Meinen KritikeI'D “(Allgemeine!:i Stati:stis.ches 
Archiv， 14 Bd.， 1923/24・， S. 188-232.)で符へ亡ゐる。
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大
量
槻
察
法
に
関
す
る
一
著
作

概
念
と
、
之
を
規
定
す
る
操
作
及
び
大
量
観
察
の
過
程
に
た
け

る
他
の
諸
操
作
と
の
聯
闘
が
必
や
し
も
明
確
に
さ
れ
た
と
は
云

へ
友
か
っ
た
。
新
著
3
4
5
E
P
E
m
Z
ω
包
括

N
J
Z
3
2
Z
E
2
3

で
は
、
是
の
黙
に
留
意
し
て
、
「
統
計
的
数
」
の
成
立
過
程
に
前

提
さ
れ
る
目
的
を
明
確
に
規
定
し
、
之
と
の
聯
闘
の
下
に
統
計

的
放
の
成
立
渇
程
に
な
け
る
諸
操
作
を
と
ら
へ
、

己
、
」
Z

コ
ロ
拒
一

F

一一ノ

J
O
ム
世
，

ma

の
有
す
る
機
能
と
相
互
の
瞬
間
阿
佐
明
か
に
す
お
と
と
に
依
っ

て
、
前
の
ニ
著
の
品
川
鈷
と
不
明
碓
な
思
を
補
ひ
っ
弘
、
大
景
観
，

察
の
方
法
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。

ーー

本
書
に
於
て
著
者
の
意
闘
す
る
所
は
、
本
書
冒
頭
の
テ

1
7

るに
と惑
とぺ
にて
1:& ゐ
つる
て主日

く
統三

主語
立計
雲的
叩1)整
特の
に成
一、立
般、過
統、程
言十、 を
方、明
法、か
言命、 に

I亡、す

於
け
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。
著
者
は
一
般
統
計
方

法
論
に
於
け
る
問
題
を
、
統
計
方
法
が
適
用
さ
れ
る
針
象
の
問

題
、
統
計
方
法
の
同
的
に
闘
す
る
問
題
、
統
計
方
法
自
髄
の
問

題
に
分
け
て
ゐ
る
d

著
者
の
云
ふ
所
に
依
れ
ぽ
、
方
法
は
何
ら
か
の
円
的
を
前
提

第
四
十
六
巻

第

挽

一
四
六

四
九

し
、
と
の
前
提
さ
れ
た
日
的
を
達
成
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た

手
績
で
あ
る
。
目
的
は
方
法
に
方
向
を
奥
へ
、
目
的
が
相
異
れ

ぽ
方
法
も
相
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
方
法
の
疋
営
性
は
、
そ
れ

が
目
的
の
達
成
を
可
能
に
し
確
貨
に
す
る
や
否
や
を
検
討
し
て

始
め
て
判
断
す
る
と
と
が
出
来
る
同

著
者
は
か

L

る
見
地
か

ら
、
方
法
占
目
的
を
一
協
別
し
、

本
替
の
-
T
1
7
の

11/'、1
11lc 
心つ
1成
='I1 
j晶

1塁
C:') 

1".L， 
~， ~~ 

~Ii";. 

11 

)1:: 
ー'L
(::!: 

al 
;~ 一・

|ヨ、つ
E内、と
なし

明
か
に
し
、
そ
れ
と
の
聯
闘
の
下
に
方
法
を
研
究
し
よ
う
と
し

て
ゐ
る
。

突
に
こ
の
目
的
を
前
提
し
、
「
統
計
的
数
」
の
成
立
過
程
の
形

式
的
。
一
般
的
分
析
に
よ
り
、
目
的
を
寅
現
す
る
た
め
に
必
要

に
し
て
不
可
飲
的
危
操
作
、
著
者
の
用
語
に
従
へ
ば
ミ
巴
一
o

E=ν
口

F
o
-
-
oロ斗
A
U

ロ

g
a
F
D
(
t
u
n
u
m
=
4
D『
向
山
口
問
0

・m

(
以
下
基
本
的

操
作
と
呼
ぶ
)
を
摘
出
す
る
こ
と
、
そ
の
内
容
と
相
互
の
聯
闘

一
般
的
危
統
計
的
数
獲
得
の
方
法
を
明
か
に
す

を
規
定
し
て
、

る
こ
と
、

と
れ
が
第
二
の
要
黙
で
あ
る
。

弐
に
基
本
的
操
作
が
有
す
る
機
能
を
明
か
に
し
て
、
如
何
左

る
操
作
が
一
般
的
在
統
計
的
数
の
獲
得
の
方
法
を
具
健
的
注
目

(一般並びに特殊)統計方法論に聞する著者の見解は本書の前に愛表された
"Die ，Allgerneine‘und die ， S開口elle‘stati，.，tischeM叫 hodenlenre“("Jahrbu-
cher， f'ur Natiionalokonomie lllnd Stati::itik“III ]i'ol. 83 Bd. '933， S， 642-692) 
に於て詳細に述べられてゐる。 2) " Wie~ 5tωZa.hlen entstehen"・， S. 2-5. 
a. a. 0.， S. 4・
a. a. 0.， K 13-14 

3) 
4) 



何
な
る
操
作
に
重
勤
が
置
か
れ
ね
ば
な
ら
む
き
明
か
に
な
る
ο

一一
「
統
計
的
基
管
区
て
は
一
一
一
穫
の
円
的
が
定
立
さ
れ
弘

一
一
つ
は
、
特
定
の
集
閣
及
び
そ
れ
に
就
て
問
題
に
さ
品
分
集

一
制
圏
在
特
徴
付
け
る
数
M

主
的
説
明
の
猿
伺
問
中
一
あ
る
。
之
の
目
的
定

基
本
的
た

的
と
具
鵠
的
な
封
伯
郡
へ
順
醸
せ
し
め
る
機
能
を
有
す
る
が
を
魂

定
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。

こ
の
順
臆
の
機
能
を
有
す
る
操
作
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
依
り
、
個
K

の
統
計
的
教
の
獲
得
の
際
・
如

著
者
は
統
計
方
法
の
溜
同
さ
れ
る
針
象
を
「
統
計
的
集
園
」

ム」一昨ぴ

w
u
C
2
2
三百一門戸日
2
岡市一

ng『門戸刊の巴コ
3
0
一円。ロ公

I
t目規

向

、

、

恕
す
る
が
、
そ
の
一
五
ム
所
が
、
大
置
で
あ
る
か
「
背
中
識
的
に
構

成
さ
れ
た
集
闘
」
で
あ
る
か
本
者
に
於
て
も
必
や
し
も
明
確
で

は
な
い
。
但
し
本
書
に
於
℃
は
対
象
に
闘
す
る
問
題
は
研
究
の

範
固
か
ら
省
略
さ
れ
、
従
っ
て
さ
き
に
あ
げ
た
問
題
は
以
下
に

於
て
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
(
目
的
と
万
法
)
に
限
定
さ
れ
る
諜

で
あ
る
。

統
計
的
研
究
は
相
臭
っ
た
目
的
と
そ
れ
に
謄
じ
て
相
異
っ
た

方
法
を
有
す
る
二
つ
の
段
階
に
八
刀
れ
る
。
雨
者
と
も
集
閣
印
ち

「
統
計
的
集
団
」

を
研
究
す
る
が
、
一
方
の
段
階
は
特
定
の
集

圏
を
数
量
的
に
語
る
説
明
、
「
統
計
的
数
」
の
獲
得
を
目
的
と
す

他
方
は
所
輿
の
統
計
的
教
か
ら
特
定
の
推
論
を
誘

導、る
す、に
る、反
とし
と、

を
目
的
と
す
る

著
者
は
前
者
を

「
統
計
的
数
獲

大
量
観
察
法
に
関
す
る
一
著
作

得
」
ゆ
段
階
と
云
び
、
後
者
を
閣
内
・
〉
思
一
。
回
一
ロ
コ
四
と
云
ふ
。
各
段

階
の
手
績
を
「
統
計
的
数
獲
得
」
、
又
は

z
r
z
g官
認
の
方
法

と
云
ひ
.
そ
の
複
合
を
巳
・
】
r
F
L
E
C
L
。
と
呼
ぶ
。
本
書
に
於
て

は
、
「
統
計
的
数
獲
得
」
の
段
階
に
考
察
の
範
闘
が
限
ら
れ
て
ゐ

る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

立
は
「
統
計
的
教
の
獲
得
の
際
に
常
に
受
常
す
る
、

目
的
定
立
ー
一
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
「
絶
叫
判
的
に
は
受
賞
せ
ざ

る
、
附
随
的
左
目
的
定
立
」
と
匝
別
さ
れ
て
ゐ
る
。
山
特
定

現
象
の
惹
起
に
闘
し
同
質
配
る
集
閣
の
統
計
的
教
の
獲
得
。
間

営
該
現
象
に
作
用
す
る
一
般
的
本
質
的
原
因
の
結
果
を
表
現
す

る
統
計
的
教
の
獲
得
。

本
書
に
於
て
は

「
基
本
的
目
的
」

σ〉
み

を
前
提
し
た
「
統
計
的
数
獲
得
一

の
方
法
が
研
究
さ
れ
る
。
蓋

し
附
随
的
目
的
に
針
す
る
方
法
は
茶
本
的
目
的
を
前
提
し
た
方

法
を
基
礎
に
し
て
考
へ
得
ら
れ
る
か
民

第
四
十
六
巻

四
九

第

競

四
七

a. a. 0.， S. 3・
a. a. 0.， S. 5.前段階の限界に闘 い 著 者 は st.Verhaltnlszahlenと st.Mittel-
werteの算出が雨段階の中間的段階であるこ 1を指摘した上、それまは. Zah-
lengewinnun耳の段階に入れてゐる。 (a.a. O. S. 8.) 
より貫主宥に云へば L狭義可申 st.Methode. 8) 
h.omogene (Masse). 10) a. a. 0.， S咽 6 日間

a. a. 0.， S. 5-6. I1. 
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6) 

7) 
9) 



大
量
翻
察
訟
に
闘
す
る
一
著
作

著
者
は
「
統
計
的
数
獲
得
」

の
方
法
的
規
定
を
以
上
に
述
ぺ

た
立
揚
と
前
提
で
、
形
式
的
・
一
般
的
に
規
定
し
、
同
時
に
と

の
形
式
的
一
般
的
規
定
が
個
々
の
適
刑
事
例
及
び
趨
用
領
域
へ

如
何
に
順
臨
し
得
る
か
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

内
容
的
に
見
る
と
、
先
づ
泉
本
的
目
的
を
前
提
し
、
是
を
賞
現

す
る
た
め
に
必
要
に
し
て
不
可
快
な
操
作
は
何
か
、
存
者
の
別

~li 
n仁i

t亡
従
J¥  

t工

統
計

t内
事i!
1佳
作
L 
J亡

ぞ， !iモ
ダけ
古る
J君主[，:
百本

川， 1，サ
を H':
fj:ii作
日」

す]
る古

円
口
町
れ
い
y
m
T
H

。Pニ
m
u

E
η
F
r
u
L
E
Rい

}
】
代
田
岡

と
と
.
次
に
是
等
の
操
作
の
相
互
の
連
闘
と
機
能
を
明
か
に
す

る
と
と
に
主
駈
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。

著
者
の
云
ふ
所
を
約
言
す
れ
ば
、
統
計
的
数
を
賓
際
に
獲
得

す
る
に
必
要
在
方
針
を
定
め
る
操
作
が
「
統
計
的
数
獲
得
」

何
回
目
胃
豆
町
田
E
】
問
命
ロ
で
、

と
の
規
定
の
下
に
統
計
的
教
を
賓
際

でに
あ獲
る宮):{号
。す

る
外
的
な

宮
町

r
F
P
『
た
操
作
が

〉
『
丁

2
3〈コ「白川一=向。

回。
E 
白a

w 

号・ ζ

ロ 6う

<:二
8 ~屯
E 田義
CJ9 ワ

ub t集
作
を

切

円

i
}

日。
。一〕門印門「。一
L
O
D
品。
MM

と
呼
ぶ
。

同
ロ
Z
門『一
-
o
u
m
Z
口
問
。
=

を
内
容
的
に
見
る
と
、

印
調
費
皐
位
・
調
査
標
識
・
群
・
表

章
の
四
基
本
概
念
を
規
定
す
る
一
D
祖
国
立
昂

出
=
z
n
r
=司日
M
M
=
=同
町
四
】 ι〉

第
四
十
六
位
甘

第

銑

四
八、

四
九
四

~と
5ft、
早、

お (2)

手』

結号
と 5
整、 g
:J:B!' ci2 
のき
手吉
積
を
定
め
る

hr
管
際
に
椅
行
す
名
手
積
、
邸

D
-
四
位
戸
ニ

F
Z
E
コ切の一
T

け言
寸ご 7 

ゐ法
るれ EL
o 

何
】

ω 
n 

f 
ω 
ロ
ロ
α号
(]) 

と
の
二
つ
の
範
鳴
に
著
者
は
分

調
布
単
位
“
澗
査
標
識
を
定
め
る
ご
つ
の

E
u
qロ
』
、
克
集
手
総
長
一
，
口
止
め
る

7
5岳
山
固
め

U
E口
町
は
、
と
め
二

範
磁
の
操
作
に
依
づ
て
血
二
ら
れ
た
規
定
の
下
に
勺
資
際
に
剖
削
批
乱
軍

何
在
教
へ
上
げ
、
(
或
は
測
り
)
、
訓
査
駅
付
に
就
て
問
査
収
識

E
親

祭
す
忌
二
つ
の
と
r
E
Z
4
2向山口問
O
K共
に
一
蒐
集
し
の
段
階
を
構

成
し
、
「
統
計
的
薮
独
得
」
の
前
段
的
行
程
を
な
す
。
「
蒐
集
」
に
針
し

て
「
統
計
的
教
獲
得
」
の
後
段
的
行
程
を
な
す
「
整
理
」
の
段
階
は

群
・
表
章
を
定
め
る
こ
う
の
ゲ
問

MRFO
】

H
E
R
E
-
o
E
E
m
Z
と
、
整

理
手
績
を
定
め
る

R
E訟の
Z
5
2
5聞
及
び
こ
の
二
範
鳴
り
回
目
T

5
 

E
E
E
E自
由

EN
の
規
定
の
下
に
、
蒐
集
材
料
に
依
り
て
調
査
車
伎
を

。同一以内
}
w
m

開口同日仙の『
rou--

整
理
分
類
し
て
集
周
及
び
部
分
集
聞
に
宮
と
め
、
表
章
を
算
出
す
る

二
つ
の
〉
吾
作
E
U〈
C
『町

EM向。

か
ら
成
品
。
「
蒐
集
」

r に
と依
E っ

三王
E是
Z の

~ . f止
を階
克を
集著

し"、者、， Ij: 

本
質

的

Fま

イ間
関
観
発は
と伊l

酷
考

グ}

ヘ親

ε察

「
整
理
」
は
同
ロ
ュ

=
E
E
]含
古
田
を

集
圏
及
び
部
分
集
闘
の
特
徴
付
に
慶
形
す
る
行
程

巴
E
F
E】ロロ
m
v
l

HVENEU
で
あ
る
。

と
の
「
蒐
集
」
と
「
撃
理
」
の
過
程
に
お
い
て
、
開
E
R
r
-
M
E
Eヨ
m
g

a. a. 0.， S. 13-85. 
a. a. 0.， S. 14. 
:<1.. a. 0.， S. 14・
規定事項は Erhebnngsplan として定式化される o(a. a. 0勺 s.93) 
規定事項は Bearbeitungsplanとして定式化剖しる。 (a.a. 0.， S. 39) 
a. a. 0.， S. 36-48. r蒐1事」を著者は pdmai:，t. 三rhelmng と sekundarst 

)
)
)
)
)
)
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ば
〉
ユ
》
O
Z
I
4
3『
羽
田
コ
明
。

に
廿
情
準
を
川
昭
供
す
る
。

》
岡
田
ソ

ynr巾

四
つ
の

rz一宮
4
d
A
音
問
。
に
針
膳
し
て

同
己
点
己
z
z
z
Z
D
官
コ
は
、
四
つ
の

そ
の
範
闘
と
内
特
を
規
定
し
、

Eυ
「
己
主
目

は
そ
の
形
式
を
規
定
す
る
。
同
町
Mt己ニ一
2
語
口
判
官
=
に
依
っ
て
定
め
ら

れ

た

形

式

・

内

本

及

び

範

聞

で

、

は

賀

隙

に

統

計
的
数
を
獲
得
す
る
。

}ι
ロ門部
AHr}MmJEH
コ
m
m
ロ

〉
ユ
vm』

E40M1
目印コ向。

以
上
の
畑
く
お
来
「
犬
同
一
一
札
槻
策
湾
出

ρgzqzid門
口
コ
と
と

得
せ
ら
れ
た
も
の
を
、
強
本
的
な
傑
作
に
ま
で
分
解
し
た
知
は

協
か
に
著
者
の
一
お
ふ
灼
く
到
し
い
も
の
で
あ
乙
に
相
違
訟
い
。

著
者
は
こ
の
茶
木
操
作
の
内
容
と
相
互
の
聯
闘
の
規
定
を
「
統

計
的
数
獲
得
」

の
一
般
的
方
法
と
し
て
ゐ
る
。
若
し
基
本
的
操

作
の
一
一
憶
は
個
々
の

「
統
計
的
数
獲
得
」

の
具
位
的
目
的
と
剖

象
か
ら
生
や
る
特
殊
性
か
ら
抽
象
さ
れ
、
「
統
計
的
数
獲
得
」
の

模
型
一
で
あ
り
、

そ
の
内
容
と
相
互
聯
闘
の
規
定
は
、
模
型
的
な

「
統
計
的
数
獲
得
」
の
手
続
で
あ
る
こ
と
、
而
し
て
個
々
の
「
統

計
的
数
獲
得
」
に
あ
た
っ
て
は
、
具
備
的
な
目
的
と
針
象
に
制

約
さ
れ
て
ゆ
が
め
ら
れ
る
と
は
云
へ
、
之
を
基
礎
に
じ
て
手
紙

を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
一
般

的
方
法
は
個
々
の

「
統
計
的
数
獲
得
」

の
手
続
の
基
準
と
な
り

大
詰
観
察
法
に
閲
す
る
一
著
作

得
て
も
、
直
ち
に
そ
の
手
績
と
は
た
り
得
な
い
。

一
般
的
方
法

は
畑
何
に
し
て
個
々
の

「
統
計
的
数
獲
得
」
に
九
叩
け
る
具
惜
的

た
目
的
と
方
法
に
順
謄
し
得
る
か
の
規
定
が
附
加
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
著
者
は
一
O
召
月
一
再
出
三
円
}
戸
一
T
E
C
Z拘
J

K
、

一
般
的
方

法
の
特
殊
化
の
可
能
性
、
換
言
す
れ
ば
、
個
々
の
統
計
的
数
獲

ゐ得
~j 81ι〉

1 具

槌
白勺
I~! 
~I力
と
剥
象
4司、
σ〉
!唄
l穫
(j:J 

特
殊
?な
機
能
を
陪召
め
ー亡

国11

著
者
は
恭
本
的
操
作
中
特
に

}
己
均
一
山
口

t
o

開
ロ
宮
内
}
ユ
百
回
目
戸
コ
明
。
コ

に
重
結
を
泣
き
、

そ
の
内
容
及
び
機
能
に
就
て
詳
細
な
る
説
明

さ
き
に
あ
げ

を
行
っ
て
ゐ
る
。
併
し
そ
の
述
ぺ
て
ゐ
る
所
は
、

tc・

¥叶
-
5
0
=

。4
0
ロ
ニ
σ口
三

2

3

t

 

u
ゅ
四
=
ロ
命
巴

.

.

 
a
 

。コ円切円=σ-2。=己。】ロ】

の
主
旨
と
本
質
的
に
具
る
も
の
で
は
た
い
が
、
多
少
の
補
完
を

な
し
つ
ミ
よ
り
組
織
的
危
形
で
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
へ
ょ
う
。

「
統
計
的
数
獲
得
」
に
於
て
は
、
調
査
草
位
の
概
念
が
像
め
定

め
ら
れ
、
そ
れ
に
一
致
す
る
個
慌
の
み
が
数
へ
上
げ
ら
れ
(
或

は
測
ら
れ
)

て
始
め
て
、

形
式
的
に
同
漣
な
る
単
位
の
綿
鰐
邸

ち
集
闘
が
、
而
も
特
定
の
範
闘
で
把
握
さ
れ
う
る
。
調
官
銃
単
位

第
四
十
六
容

第

競

四
九
五

E且
九

Erhebungの二積に分つ。後者では logische En tschlo討sungen が非統計的目
的のために作られた材料の越捧の基準を輿(る o(a. a. 0.， S. 31.) 
之については後に蓮べる。
a. a. 0吋 S.89-106

7) 
8) 



大
量
視
察
法
に
関
す
る
一
著
作

の
規
定
は
賓
際
に
把
握
さ
れ
る
集
聞
と
そ
の
範
園
を
限
定
す
る

露
で
あ
る
。
教
へ
上
げ
ら
れ
た
個
慌
(
申
伏
)
は
更
に
抽
出
め
定
め

ら
れ
た
調
賓
標
識
の
概
念
に
剥
癒
す
る

が
徴
さ
h

町
、
そ
れ
が
設
賞
す
る
群
概
念
の
下
に
一
括
さ
れ
て
部

日
「
円
⑦
『
}
円
=
】

p-EL--〕
阿
倍

r
oロ

ハ
刀
集
国
が
形
成
さ
れ
る
。

各
部
分
集
闘
に
は
、

地
成
国
子
と

し
て
割
安
単
似
の
断
念
の
み
な
ら
や
調
査
標
識
・
群
の
概
念
に

の
〈
常
し
、
又
安
官
す
る
伺
舶
の
み
が
包
括
さ
れ
る
。
次
代
把
提

さ
れ
た
集
圏
在
部
分
集
闘
に
は
頭
め
定
め
ら
れ
も
凡
種
類
の
統

計
的
鞍
が
算
出
さ
れ
、
「
統
計
的
数
猿
得
」
が
完
了
す
る
。
か
く

の
如
〈
抽
出
め
定
め
ら
れ
た
捌
夜
軍
位
・
調
古
賀
楳
識
・
群
・
表
ヰ
ヰ

の
概
念
が
賞
際
に
把
握
さ
れ
る
集
聞
と
そ
の
部
分
集
園

(
と
そ

れ
ら
の
範
闘
)
と
、
統
計
的
数
の
種
類
を
抽
象
的
に
決
定
す
る
と

玄
ふ
事
情
か
ら
、

一
方
に
於
て

一C間
宮
内
宮

同
ロ
宮
内
『
一
一
。
∞
ωロ
ロ
問
。
ロ

tJ主

の
基
準
と
し
て
、
集
圏
及
び
そ
の
部

』
-
7
0
一円

2
2問
山
口
問
。

分
集
閣
の
数
H

官
的
把
握
そ
費
現
す
る
不
可
快
的
た
前
提
で
あ
る

と
と
|
1
i
著
者
は
と
れ
を
ゲ
均
一

R
Z
同
D
Z
円一
w

一一
2
5
-出
S
の「一

般
的
・
形
式
的
機
能
」
と
云
ふ
が
知
ら
れ
る
と
共
に
、
他

方
、
伺
k

の
「
統
計
的
数
獲
得
」
に
於
て
、
具
鰐
的
た
目
的
に

第
四
十
六
巻

四
九
六

第

銑

五

O 

合
致
し
た
集
圃
と
そ
の
部
分
集
闘
が
、
特
定
の
範
囲
に
於
て
把

握
さ
れ
得
る
や
否
や
、
そ
れ
ら
の
数
貴
的
説
明
を
求
む
る
形
で

獲
得
し
う
る
や
否
や
が
.
四
概
念
の
規
定
に
か
h

っ
て
ゐ
る
と

個
々
の
「
統
計
的
数
獲
得
」

位
・
調
1
1
…
標
識
。
群
に
特
殊
的
寅
質
的
概
ふ
札
口
乞
興
へ
る
と
と
に

と
が
知
ら
れ
る
。

に
於
て
調
奇
一
山
早

依
っ
て
、
寅
質
的
に
同
時
世
の
単
位
の
総
鰐
(
集
圏
又
は
部
分
集
周
)

を
と
ら
へ
る
事
(
印
一
e
H
U
E仕
切
に
於
て
は
臨
曜
と
相
互
に
相
矛
盾
す

る
特
殊
的
賓
質
的
慨
念
が
輿
へ
ら
れ
る
。
併
し
そ
れ
J
F
K
の
概

念
規
定
に
膝
じ
て
、
賢
際
に
把
掘
さ
れ
る
集
国
及
び
部
分
集
圏

の
寛
賞
と
範
閣
は
相
具
り
、
統
計
的
数
の
貰
質
的
意
味
を
務
化

せ
し
め
る
。

表
掌
で
は
特
殊
的
管
質
的
概
念
が
形
成
さ
れ
た

い
)
、
更
に
求
め
る
形
式
に
合
致
し
た
形
式
的
意
味
を
有
す
る
統

計
的
数
を
表
宰
と
し
て
規
定
す
る
事
、

に
依
り
具
般
的
左
目
的

の
達
成
の
基
礎
が
得
ら
れ
る
。
卸
ち
四
概
念
の
規
定
に
基
い
て

一
般
的
友
統
計
的
教
史
得
の
方
法
は
具
鴇
的
左
目
的
に
順
膝
し

得
る
。
著
者
は
一
む
図
書

-
E
E
-
z
n
F
Z
S
E
m
g
が
四
概
念
の
規

定
に
依
っ
て
、

一
般
的
た
統
計
的
数
獲
相
刊
の
方
法
を
具
般
的
目

的
に
順
肱
せ
し
む
る
機
能
を
「
特
殊
的
機
能
人

T
呼
ん
で
ゐ
る
。

a. a. 0.， S. 22-25・
a. 1::. 0.， S. -25-29・
u. a. 0.， S. .18--49. 
著者はおし A四時geとしての st.Zahlenに ah'iolllteZahlen， Verh五ltni.szahlen，
Mittelwerteを事げ、夫々の有する論理 的 、 形 式 的 性 質a:述 べ て ゐ るo
a. a. 0勺 s.9・15.11 allgemeine， formale Funktionぺ

)
)
)
)
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以
上
述
べ
た
所
か
ら
明
か
た
如
く
、

m著
者
が
]
ヨ
四
日

E
Z
岡
山
互
理

E
2百
コ
四

g
b
q」
特
に
重
視
す
る
所

以
は
、
そ
れ
が
統
計
的
数
獲
得
の
一
般
的
方
法
を
し
て
特
殊
的

具
膿
的
左
目
的
に
順
磨
ぜ
し
む
る
機
能
を
有
す
る
乙
と
、
そ
れ

故
に
個
々
の
「
統
計
的
数
獲
得
」
に
あ
た
っ
て
具
慌
的
目
的
が
寅

現
さ
れ
る
や
否
や
は
そ
の
場
合
の
ご
宮
円

Z
Rロ
宮
町
三
T
d
g
E問自

に
か
L

勺
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る

3

問
統
計
的
教
の
意
味
が
そ
の
英
勝
に
棋
は
る
悶
つ
の
栴
念
の

規
定
に
依
存
す
る
と
と
、

そ
し
て
そ
れ
が
務
化
す
る
に
つ
れ
て

意
味
も
又
鐙
化
せ
ざ
る
を
得
た
い
と
と
に
闘
す
る
著
者
の
主
張

は
本
稿
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
。
本
蓄
に
於
て
は
某
一
本
的
操
作
の

究
明
か
ら
、
統
計
的
数
の
意
味
は
吉
町
一
丹
古
]
戸
耳
目
円
『
一
司
自

5
間

2

に
依
っ
て
抽
象
的
に
規
定
さ
れ
、
而
し
て
と
の
抽
象
的
規
定
は

芯円「口百円
F
O
H
出コ一回円
F
E
何回∞ロコ
N
g】

で
寅
際
に
費
現
ず
る
手
績
が

血
(
へ
ら
れ
、

で
費
際
に
寅
現
さ
れ
る
と
云

〉

-raz〈
。
『
出
比
四
】
加
。

ふ
師
結
が
引
き
出
さ
れ
、

そ
れ
に
依
っ
て
、
四
謀
本
概
念
と
、

そ
れ
を
規
定
す
る
操
作
及
び
「
統
計
的
数
時
間
得
」
の
過
程
に
ゐ
け

る
他
の
諸
操
作
と
の
聯
闘
が
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

大
量
観
察
法
に
関
す
る
一
著
作

最
後
に
、
著
者
が
本
書
の
新
し
い
三
つ
の
要
臨
と
し
て
泉
げ

て
ゐ
る
黙
を
示
ぜ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

ω方
法
を
目
的
と
隠
別
し
た
こ
と
。

ゆ
統
計
的
教
成
立
の
過
程
、
換
言
す
れ
ば
「
統
計
的
数
獲
得
」

を
若
干
の
某
一
本
操
作
に
還
元
し
た
と
と
。

間
「
ν
同一旬門「
σ
開
口
{
叩
門
亘
書
ロ
コ
拘
の
機
能
主
一
つ

(
一
般
的
並

び
に
特
殊
的

J

に
分
っ
た
乙
と
。

向
木
書
に
は
以
?
仁
紹
升
し
た
事
貼
の
外
に
、
山
統
計
的
数
の
性
質
、

ω
r
m
n
fつ
4
3
4
勺
孔
正
注
目
。
語
42mmロ
を
な
す
統
計
家
の
任
務
、
め
王

子
凶
器
と
回
世
間
(
統
計
方
法
論
及
び
倒
僚
の
請
願
問
}
主
の
聞
係
、

山
内

F
四

m
g
f
z
r
z
r
等
の
諸
事
項
が
諭
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
ん
¥
に

就
で
多
〈
の
問
題
と
示
唆
を
合
ん
で
ゐ
る
が
、
と
L

で
は
割
愛
し
て

後
日
に
譲
り
た
い
。

第
四
十
六
巻

告事

裁

五

四
九
七

a. a. 0.， S.92・ 7) a. a. 0"， S. 58-83 
a. a. 0.， S. 9・ "besondereFunktion.“logisc:he Entsch1i出sungが三つの特殊
的賀質的概念と表章を規定する形式を著者は二つの型に分けてゐる。 L.n.一
同限り、創造的になされる logischeE::山 chlii田 stmg."l と多数白基本的代替可
能性の下における遺構の形でなされる Jogi::.cheEntschliessung が之である。
a. a. 0.， S. 9・

6) 
8) 

9) 


